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 近年，高齢者人口の急激な増加に伴い，高齢者の生き甲斐や生活の質を高めるための

研究が大きな意味を持つようになった．その一つの要素として，運動の実践は，高齢者

にとって，リハビリテーションなどの三次予防の観点だけでなく，二次予防，さらには

老化を遅延させる一次予防など，彼らの日常生活を支える上で重要な意味を持っている．

本研究では，高齢者における運動実践の促進を目的として，心理的変数の 1 つであるセ

ルフ・エフィカシー (SE) に着眼した種々の検討を行っている． 

 1 章においては，従来，高齢者の運動行動に関わる SE 研究が我が国において多く行

われているものの，いまだ解決できていない課題を挙げている．2 章では，本研究の目

的および意義として，1 章であげた課題の解決に言及している．それらは，①高齢者の

運動 SE およびその情報源を測定するために信頼性および妥当性を有した尺度を開発す

ること，②運動 SE の情報源における関連要因を検討すること，③運動の長期的継続に

伴う運動 SE の役割について検討すること，および④対象者の特徴に合わせた運動 SE

の強化介入を実施し，その効果を検討すること，の 4 点である． 

 3 章では，高齢者の運動 SE に関連する尺度の開発を行っている．3 章研究Ⅰ-1 では，

すでに我が国で開発されている運動 SE 尺度の高齢者への適用可能性を検証し，一方，

研究Ⅰ-2 において，高齢者における運動 SE 情報源尺度 (SEES) を開発し，内的整合性，

基準関連妥当性，内的妥当性，および構成概念妥当性について検討を行っている． 

 4 章研究Ⅱ-1 では，先の研究Ⅰ-2 において開発した SEES を用い，高齢者の運動 SE 情報



源に関連する諸変数の検討を行い，いずれの情報源得点においてもステージの進行とともに

漸増する傾向を示した．研究Ⅱ-2 では，運動 SE 情報源における関連パターンを明らかにする

ために，Ward 法クラスタ分析によるパターンの分類を試みている．その結果，運動 SE 情報源

における関連パターンとして，①全情報源充足型，②全情報源不足型，③自己関連情報源

充足型，④代理的体験充足型，および⑤言語的説得充足型，の 5 つに分類され，各パターン

における特徴が明らかになった．研究Ⅱ-3 では，運動 SE とその情報源，および運動継続との

関連を示す因果モデルを構築し，仮定されたモデルの妥当性を共分散構造分析により検討し，

仮説モデルの妥当性を認めた． 

 5 章では，高齢者の長期的な運動継続における SE の役割，および長期的な運動が彼ら

の心身へもたらす恩恵の作用機序を説明する変数としての SE の役割について検討を行

っている．研究Ⅲ-1 においては，運動実践者が一時的な運動停止を生じるハイリスク状

況およびその対処方略を明らかにし，対処方略と SE との関連についても検討を加えた．

つづく研究Ⅲ-2 では，定期的な運動実践と健康関連 QOL との関連に果たす運動 SE の

調整変数および媒介変数としての役割について検討し，身体的健康については運動 SE

の媒介効果を確認した．一方，精神的健康について SE が果たす役割は，調整効果およ

び部分的な媒介効果であった． 

 6 章では，高齢者の運動 SE およびその情報源における縦断的研究および介入研究を行

っている．研究Ⅳ-1 では，運動教室へ通う高齢者を対象として，その継続的参加に伴う

運動 SE およびその情報源の縦断的変化を 2 ヵ月の間隔を空けて計 3 回測定した．その

結果，運動教室への継続的な参加達成度が高い者は，そうでない者と比較して高い運動

SE を有しており，さらにその情報源として代理的体験や言語的説得といった他者関連

情報源をより強く認識していた．最後に，研究Ⅳ-2 では，高齢者における運動 SE の強

化を目的として，対象者に不足する情報源に焦点を当てたニューズレターを配布し，そ

の介入効果を検討している． 

 7 章では，以上の研究結果を踏まえた総合論議を行っている．本研究では，高齢者におけ

る運動 SE およびその情報源が実際の運動行動と密接に関連することを証明し，また運動 SE

が有する多面的な役割の存在を示唆した．さらに，高齢者が不足している情報源に基づく介

入は，彼らの運動行動の促進に有効であることを示した．以上，計 7 章 9 研究から成る本研究

は，従来明確でなかった運動 SE の情報源に焦点をあて，それらが高齢者の運動行動に果た

す役割を明確に示した点で価値がある． 
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 主査および副査の 4 名によって審査した結果，本研究論文は博士（人間科学）の学位

を授与するに十分値するものと認める．以上． 


